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日 時  令和６年３月１１日（金）１６時～ 

場 所  周南市中須市民センター 

 

 

 

 周南市教育委員会 

令和５年度 第２回 

周南市大田原自然の家運営協議会 
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次  第 

 

１ 開会 

 

２ 周南市民憲章唱和 

 

３ 課長あいさつ 

 

４ 委員・事務局紹介 

 

５ 会長選出 

 

６ 議 事 

（１）令和５年度事業報告について 

 

（２）令和６年度事業計画について 

 

（３）大田原自然の家移転に関する進捗状況について 

 

７ 閉会 
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委員名簿 
 

任期：令和５年７月１日～令和７年６月３０日 

 委 員 氏 名 選  出  団  体 

１ 東
あずま

 優美
ゆ み

 周南市ＰＴＡ連合会 須々万中学校ＰＴＡ会員 

２ 飯田
いいだ

 唯志
ただ し

 中須をよりよくする会 会長 

３ 岩
いわ

政
まさ

 敏和
としかず

 周南市子ども会育成連絡協議会 副会長 

４ 河辺
かわべ

 哲也
てつや

 須々万中学校 校長 

５ 河村
かわむら

 紀男
のりお

 大田原自然の家後援会 会長 

６ 佐伯
さ い き

 妙子
たえ こ

 棚田清流の会 副会長 

７ 古元
ふるもと

 充
みつ

成
なり

 須磨小学校 校長 

  （五十音順） 
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■大田原自然の家の移転について      

 

１．大田原自然の家の概要・移転に関する経過  

 

①大田原自然の家の概要 

 開  設  年：昭和５７（1982）年 

設 置 目 的：集団宿泊訓練及び野外活動等を通じて心身ともに健全な青少年を育成 

 管 理 運 営：指定管理者 （公財）周南市ふるさと振興財団 

 

②移転に関する経過 

 課  題  点：施設の老朽化（宿泊棟：昭和２７（1952）年築など） 

         土砂災害警戒区域・特別警戒区域に立地 

 

 令和５年度取組：改修設計に向けた検討・調査、関係団体との意見交換 

 今 後 の 想 定：改修設計（令和６年度）、改修工事（令和７年度） → 供用開始 

 

２．新施設での取組（案）  

 

●取組方針（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜提供する気づき・学び（案）＞ 

  自然や社会への視点 … 人と自然の関係、社会に参画する意欲 

水や生命・農作物への関心、携わる人への敬意 

  想像力や自信    … ものを創造する達成感や自己肯定感 

  人と人との繋がり  … 他者との協力で得られる喜び、思いやりの心 

              ふるさとへの愛着 

 

 

 

 

 

 

 

さまざまな体験活動

や交流を通した、次

代を担う青少年の育

成・ひとづくり 

 

 

《継承》大田原自然の家で培ってきた理念とノウハウ 

・青少年の生きる力・生き抜く力を育む   

   ・ふるさと周南の発展を担う人材の育成 

   ・体験活動の拠点（出張事業を含む） 

 

《拡充》時代の変化に即した課題に対応 

   ・ＳＤＧｓや防災など新たな視点 
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 ●プログラム（例） 

 《継承》自然体験   … 野外炊事、田植えや農作物の収穫、うどんづくりなど 

カヌー、ハイキング、キャンプなど 

     創作体験   … 工作、木工、竹細工、染色、陶芸など 

     交流体験   … 宿泊、ネイチャーゲーム※、ＡＦＰＹ（アフピー）※など 

              学生ボランティアなど異世代・異年齢との交流 

     指導者養成  … 学生ボランティア 

その他    … 出張指導 

 

  《拡充》自然体験   … 検討：八代のツル保護、マウンテンバイク 

           検討：各種プログラムのＳＤＧｓ・防災視点での再構築 

      その他    … 検討：他の公共施設との連携 

 

※ネイチャーゲーム 

・1979 年にアメリカで発表された自然体験プログラム 

※ＡＦＰＹ（Adventure Friendship Program in Yamaguchi の略） 

 ・他者と関わり合う活動を通して、個人の成長を図り、豊かな人間関係を築くための考え方と行動のあり 

方を学びあう、山口県独自の体験学習法 

 

３．令和５年度の取組  

 

●意見の検討 

  ・ログハウスの移築    → 移築しない（法的に困難、木材の活用を検討） 

  ・体育館の土砂災害対策  → 擁壁整備しない（雨天時の利用制限で対応） 

●事前調査 

  ・アスベスト       → 外壁等に含有 

 ・井戸水水量       → 問題なし 

●関係団体との意見交換 

  ・特別教室の使途     → ミーティングや倉庫として活用 

・プールの活用      → プールとしての使用は困難 

・五右衛門風呂の活用   → 体験プログラムとして活用を検討 

・進入路の直線化     → 正門部分の改良を検討 

・スポーツ団体との協力  → 団体との連携が可能か検討 

・ログハウス       → 木材の活用を検討 

・給食業務委託      → 弁当の斡旋等による対応 

  ・バリアフリー化     → 取組み可能なものは対応 
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●改修計画（案）  

・活動関係   ： 音楽室・理科室・図書室・美術技術室→当面改修せず活用 

多目的ホール→集会スペース 

家庭科室→調理実習室 

・宿泊関係   ： 普通教室・校長室他→宿泊室 

シャワー室・更衣室の新設 

  ・管理関係   ： 職員室→事務室、保健室→保健室 

快適性向上・バリアフリー（空調新設、トイレ洋式化） 

不良個所の改修（屋上防水）、法令への適合（消防設備等） 

  ・そ の 他   ： 屋外活動場の新設 

            進入路の部分改良の検討 

 

改修計画（図案） 

 

 活動関係 …      宿泊関係 …      管理関係 …   

（空調新設 …      既存空調 …   ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の検討課題  

 

 ・雰囲気づくり ： ログハウス材の活用など 

  ・プログラム対応： ピザ窯や自転車置き場など 

ＩＣＴの活用やＳＤＧｓ学習への対応 

・害獣対策   ： 安全の確保 

  ・新施設の運営体制や移転スケジュール、現施設の解体など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２階 

１階 

    

  

多目的ホール 
↓ 

集会スペース 

準備室 
 ↓ 
宿泊室 

校長室 
↓ 

宿泊室 

職員室 
↓ 

事務室 
保健室 

家庭科室 
↓ 

調理実習室 

男女トイレ 

ﾚ 

音楽室 
↓ 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

美術技術室 
↓ 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

普通教室 
 ↓ 
宿泊室 

視聴覚室 
↓ 

宿泊室 

普通教室 
 ↓ 
宿泊室 

普通教室 
 ↓ 
宿泊室 

理科室 図書室 

相談室 準備室 

準備室 

準備室 

配膳室 
↓ 

多目的 
トイレ 

男
子
ト
イ
レ 

男
子
ト
イ
レ 

女
子
ト
イ
レ 

女
子
ト
イ
レ 

休憩 
↓ 
ｼｬﾜｰ 
更衣 

休憩 
↓ 
ｼｬﾜｰ 
更衣 

更衣室 特活室 

 


